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1. エクゼクティブ・サマリ 
 

初年度の平成 25年度においては、データサイエンティストとは何か、その実態とあるべき姿を模索した。事

業の２年度目にあたる本年度では、初年度の知見を取り入れ、インターンシップ・プログラムや教材など、実

際の育成につながる取り組みに力を入れた。また、本事業の目的であるネットワーク形成においては、文部科

学省の他事業を始め、データサイエンティスト協会、データエクスチェンジ・コンソーシアムなど産業界にお

ける業界団体などとのネットワークが強固になった。 
 

初年度の知見の一つは、キャリアとしてのデータサイエンティストを見た時に、その活躍の仕方、あるいは

雇用する側から見ればその活用の仕方に、多様な可能性がありうる、ということであった。そのため、本年度

からは、いくつかの機関を選び、データサイエンティスト活用のあり方についての追跡調査を開始した。 
 

本事業は来年度の平成 27年度をもって完了する。その後も本事業での成果が定着するよう、事業で得られた

知見、開発したプログラム・教材、ネットワーク等が根付くようにしていかなければならない。27年度は、本
年度までの成果をさらにスケールすると共に、事業終了後の着地点を意識した活動を計画している。 
 

  

2. 平成 26 年度の主要成果と知見 
 

2.1. 事業の基本理念 

データをビジネス上の価値に変えることのできる人材、いわゆるデータサイエンティストの必要性が叫ばれ

ている。我々は、本事業を通して、「我が国におけるデータ利活用人材のあるべき姿」を明らかにし、それに基

づいて戦略的に人材育成のエコシステムを創りだす、という目標を設定した。このため、本事業においては以

下の 点を基本理念とした。

スケーラビリティ

最終的に数万人規模のデータサイエンティストの育成が必要であったとしても、一つの機関ないしはプロジ

ェクトがこれらの人材を輩出することはできない。必要なのはスケールする仕組みである。このため、本プロ

ジェクトではデータサイエンティスト育成に熱意を持つ教育機関と、データサイエンティストのスキルを利用

したい企業・組織を広くネットワークし、それらの間で知識・経験を共有することで、多くのデータサイエン

ティストが育成され、有効に活用されることを狙う。

出口戦略

人材育成の取り組みにおいて、もう一つ大事なことは出口戦略である。いくら大人数のデータサイエンティ

ストが育成されたとしても、彼らの就職先が無ければ意味のないものになってしまう。データサイエンティス

トとしてのキャリアパスは何か、その青写真まで含めて、データサイエンティストのエコシステム全体を考え

る。

我が国の実情に即した方策

米国と日本では、産業構造、労働市場、教育の仕組みや国民のメンタリティなどが異なる。米国の事情は参

考にするが、単に米国発のトレンドの後追いをするのではなく、我が国の実情に即した「あるべき姿」を追求

する。

2.2. 平成 26 年度の主要成果と知見 

上記の基本理念を元に、事業初年度の平成 25 年度は、特に「我が国におけるデータ利活用人材のあるべき

姿」を明らかにすることに注力した1が、事業 2 年目にあたる平成 26 年度は、初年度の成果をベースに、実際

の人材育成につながる取り組みに力を入れた。特に、データサイエンティスト育成インターンシップ・プログ

ラムは、初年度のパイロットの知見をふまえて、民間のノウハウを取り入れつつ一つの成功パターンを作った

と言える。また、教材の観点からも、現在民間・大学等で提供されているデータサイエンティスト育成のデー

タベースを作成したほか、初年度に作成した「データサイエンティスト・クラッシュコース」を無料動画サイ

トへアップロードしたことで、広く使ってもらえる環境が整った。 

 
2.2.1. 「あるべき姿」の発信、啓蒙、ネットワークづくり 
 

本年度は昨年度に引き続き、情報発信を積極的に行った。本報告 3.1 節にあるように、30 件を超える講演等

を行い、昨年度の知見としての「あるべき姿」を発信した。また、本事業での知見は、日本学術会議が 2014 年

9 月 11 日に発表した提言「ビッグデータ時代に対応する人材の育成」2にも反映されている。 

                                                           
1 初年度の成果については、初年度の報告書(http://datascientist.ism.ac.jp/pdf/H25DSTN.pdf)を参照されたい。 
2 http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t198-2.pdf 
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 チームで働くことの難しさと重要性を学んだ 

 ビッグデータを扱うときにデータの前処理が重要であることが分かった 

 時間をかけて分析しても価値ある結果が得られないことがある一方で、思いもよらないところから価値を

見いだせたりしたことから、対象とするデータに価値があるかどうかを事前に見積もることの難しさを学

んだ 

学生がデータ分析の現場に行って初めてわかる知見を得ていることがわかるであろう。 
 

2.2.3. ベスト・プラクティス 
 

初年度に得られた知見に基づき、ベスト・プラクティスとして本年度は、組織の中でデータサイエンティス

トをどのように活用するかについての調査を行った。特に、データ分析を政策決定に活かそうという試みを始

めた佐賀県について、追跡調査を行った。 
 

佐賀県では、最初はデータサイエンティストの採用に向けて動いたが、最終的にはコンサルティングサービ

スの利用に決定した。特定のデータサイエンティストを採用してもその人のキャリアパスを描きにくい、また、

コンサルティング会社であれば案件ごとにその特定の分野の専門家の支援が得られる、というのが理由の一部

である。佐賀県ではこの取り組みを 2014 年の夏に開始して半年である。データ分析そのものの結果が数字とし

て現れるのはまだこれからであるが、県庁の複数の課がデータ分析の力に気付き始め、着実に県庁内の意識が

変わり始めているのを実感している。 
 

この取り組みがうまく行っている理由の一つは発注者の担当者が戦略コンサルティング経験者であることで、

このためにサービス供給側（コンサルティング会社）とサービス発注側（自治体）とのコミュニケーションが

スムースなのであろう。佐賀県が長年取り組んできた、中途採用を含む人材の多様性の成果が上がっているの

ではないかと見ることができる。 
 

もう一点、本年度に取り組んだのは、フリーランスのデータサイエンティストの利用が可能であるか、とい

う予備的な調査である。具体的には、クラウドソーシングサイトであるクラウドワークス上で架空のアンケー

ト結果の分析を、応募してきた 10 名のワーカーにそれぞれ独立に発注した。その結果、応募時にスキル記述に

嘘はなかったが、分析結果の品質は大きく分かれることがわかった。クラウドソーシングの利用には、kaggle

のようなコンテスト形式のものを使うか（「最も高い予測精度」という結果によって最善のワーカーを選択でき

る）、あるいはワーカーに対して、何らかのスキル認証が必要だと考えられる。データサイエンティスト協会等

における、スキル認証の活動の進展が望まれる。 
 

2.2.4. データサイエンティストの育成教材の展開 
 

昨年度作成したデータサイエンティスト・クラッシュコースの内容を図 2 に示す。このコースはおよそ 20 分

のユニット 8 個からなり、現場で現れる主要なデータ分析手法のキーワードが一通り現れるように設計されて

いる。それらの詳細については、必要になった時点で各ユニットの最後についている参考文献を参照すればよ

い。本年度、このコースはインターンシップの学生の事前学習資料として利用した。また、無料ビデオコンテ

ンツとして、ネット上で視聴できるようにした。 

ネットワークの形成という観点からは、関連する以下の団体・学会等と以下の様な活動を行った。  

 文部科学省「数学協働プログラム」：合同報告会を 2014 年 6 月 12 日に統計数理研究所で開催 

 文部科学省「統計教育大学間連携ネットワーク」：シンポジウム『論より統計！－データサイエンス力の高

い人材の育成にむけて』にて、パネル討論（2014 年 10 月 25 日）。 

 文部科学省「スキルと実践を重視したビッグデータ・イノベーション人材育成プログラム」：ビッグデータ

利活用人材育成 ワークショップ（2015 年 2 月 16 日）で講演・パネル討論。 
 文部科学省「地域・分野を越えた実践的情報教育協働ネットワーク(enPiT)」：ビッグデータ利活用人材育成 

ワークショップ（2015 年 2 月 16 日）で講演・パネル討論。 

 一般社団法人データサイエンティスト協会：1st シンポジウムを後援、かつ 3 件の講演(2014 年 11 月 27 日)。 
 データエクスチェンジ・コンソーシアム：2014 年 12 月 18 日の全体会で講演。 

 情報処理学会：ソフトウェアジャパンの IT フォーラムでパネル討論（2015 年 2 月 3 日）。 
 

このような活動を通して、我が国においてデータ分析人材の育成に関わっている主要なステークホルダーとの

連携が可能になってきたと言える。 
 

また、事業の Web サイト3での発信にも力を入れた。さらに今年度は、Twetter (@mext_dstn)での発信も始め

た。 
 

2.2.2. 人材のローテーションの規模拡大 
 

初年度のインターンシップ・プログラムの反省に基づき、本年度は学生が参加しやすい夏季休暇期間を狙っ

て、その説明会を 6 月 15 日に慶応大学日吉キャンパスで開催した。今回は民間のノウハウを取り入れつつ、な

おかつ事業終了後の民間への事業移管を視野に入れて、株式会社アカリクにこの合同説明会の運営支援を依頼

した。 
受け入れ企業としては、富士通、IBM などの IT ベンダー、Yahoo!、フリークアウトなどの Web 系のサービ

スベンダなど 11 社が参加し、また学生は東大、東工大、慶応など各大学の学生 63 名が参加した。この説明会

を通して結果的に、26 名の学生が実際に企業においてインターンシップに参加し、企業の現場での実際のデー

タ分析を体験することができた。参加学生のデモグラフィーを図 1 に示す。 
 

 
 

 

図 参加学生のデモグラフィー

インターンシップの効果を調べるために、インターンシップに参加した学生を含めてインターンシップ後の

アンケート調査と座談会を行い、どのような点を学ぶことができたかを尋ねたところ、以下の様な意見を得た。 

                                                           
3 http://datascientist.ism.ac.jp/ 
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3. 事業実施内容の詳細 
 

3.1. 「あるべき姿」の発信、啓蒙、ネットワークづくり 
 

平成 25 年度に行ったベスト・プラクティス調査に基づき、我が国にとってのデータサイエンティスト育成や

データサイエンティストの「あるべき姿」を発信し、啓蒙活動を行った。同時に、以下の活動のうち、特に講

演による発信、啓蒙活動は、必然的に産官学の主要ステークホルダーとの意見交換を伴ったので、ネットワー

クづくりと密接に関わった。 
 

講演等

・樋口知之 同床異夢のビッグデータ（招待講演）, 日経ビッグデータ創刊記念フォーラム（平成 26 年 4 月

22 日） 

・大西立顕・石井晃・戸谷圭子 「金融機関振込情報のネットワーク分析」（口頭発表）, 2014 年度サービス

学会第 2 回国内大会（はこだて未来大学）（平成 26 年 4 月 29 日） 
・樋口知之 人への投資を触媒とするビッグデータからの価値創出 （招待講演）, サイエンティフィック・

システム研究会第 36 回通常総会（平成 26 年 5 月 9 日） 

・樋口知之 木を見て森も見るビッグデータ解析技術（招待講演）, 第 68 回 NHK 技研公開 2014（平成 26 年

5 月 29 日） 

・Ohnishi, T., Ishii, A., & Toya, K. Applying PageRank to Interfirm Money Transfer Network（ポスター発表）, 

NetSci2014（The University of California）（平成 26 年 6 月 5 日） 
・丸山 宏 文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」成果報告（口頭発表）,

文部科学省委託事業「数学協働プログラム」「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」報告会（平

成 26 年 6 月 12 日） 
・丸山 宏 データに基づく意思決定（招待講演）, 株式会社 東芝（平成 26 年 6 月 17 日） 

・Takemura, A. Recent Advances in Computational Algebraic Statistics（口頭発表）, A Distinguished Lecture in IMS-

APRM 2014, Taipei（平成 26 年 7 月 2 日） 
・井川甲作・藤田 茂・丸山 宏 クラウドソーシングにおけるデータサイエンティスト活用に関する初期

的調査（口頭発表）, 第 16 回日本テレワーク学会研究発表大会（平成 26 年 7 月 5 日） 

・丸山 宏 我が国におけるデータサイエンティストの現状と展望（口頭発表）, 2014 年度第 30 回 FMES シ

ンポジウム「ビッグデータ利活用と価値創造」（平成 26 年 7 月 11 日） 

・Maruyama, H. Developing Data Analytics Skills in Japan: Status and Challenge（口頭発表）, International Workshop 

on Data Science and Service Research（平成 26 年 7 月 18 日） 
・樋口知之・佐藤忠彦 「個客」マーケティングのためのベイジアンモデリング入門（特別講演）, ビッグデ

ータカンファレンス 2014 Autumn（平成 26 年 9 月 4 日） 

・大西立顕・水野貴之・清水千弘・家富洋・渡辺努 k 近傍法による不動産価格の予測（口頭発表）, 平成 26
年度統数研共同研究集会「経済物理学とその周辺」第 1 回研究会（キヤノングローバル戦略研究所）（平成 26

年 9 月 11 日） 

・藤山俊文・松井千尋・竹村彰通 SNS 投稿数時系列データのべき減衰モデル（口頭発表）, 2014 年度統計

関連学会連合大会（東京大学）（平成 26 年 9 月 14 日） 

・竹村彰通 統計科学教育推進に関する学術会議での審議に関する報告（口頭発表）, 2014 年度統計関連学

会連合大会（東京大学）（平成 26 年 9 月 16 日） 
・樋口知之 ビッグデータがせまる社会の本格的な知能化（招待講演）, 地球環境カレッジ第 131 回定例講

演会（平成 26 年 10 月 7 日） 

 

図 2．データサイエンティスト・クラッシュコースの内容 
 

また、大学・民間を問わず多くのデータサイエンティスト育成コースが開講されているが、およそ 180 のコ

ースについて一覧を作り、事業のホームページで公開した4。このデータベースは、データサイエンティストを

目指す者、あるいはデータサイエンティストの育成を考えている組織にとって有用な情報となるだろう。 
 

2.2.5. プロジェクトの総合推進 
 

プロジェクトの推進においては、初年度と同様、運営委員会を開催し識者の意見を取り入れながら行った。

また、事業の発注元である文部科学省・日本科学技術振興機構とも密接に連携しながら、正しい事業の遂行・

予算執行に最大限の留意をした。 
 

 

2.3. 今後の方針 
 

事業最終年度となる平成 27 年度においては、事業の成果が定着し、我が国において継続的にデータサイエン

ティストが育成され利活用されるエコシステム構築への道筋をつけることを狙う。 
 

まず、インターンシップ・プログラムについては、規模を拡大し、関西地区、九州地区を含む 4 回の合同説

明会を行う。また、このプログラムを事業終了後民間の営利事業として継続できるように、そのノウハウ、ネ

ットワークを整備する。 
 

教材及び教材データベースについては、データサイエンティスト協会のスキル認定の動きと連動しながら、

これらを適切に位置づけ、今後の維持管理についてはデータサイエンティスト協会等への移管を考える。 
 

本事業で得られた知見については、広く周知を図るために、「データサイエンティスト・ハンドブック」とい

う書籍として出版する。この書籍には、データサイエンティストとして必要なスキルの体系、データサイエン

ティスト育成・利活用のベスト・プラクティスなどの内容が含まれる予定である。 
 

また、最終年度には、海外との連携を強化する予定である。特に、海外におけるデータサイエンティストの

育成、認定制度等について積極的に情報交換を行い、我が国のデータサイエンティストが将来的にグローバル

に活躍できるような道筋を模索していきたい。 
  

                                                           
4 http://datascientist.ism.ac.jp/education.html 
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古マンション売買データの実証分析」（ポスター発表）, 第 19 回進化経済学会（小樽商科大学）（平成 27 年 3

月 21 日） 
 

論文・記事等

・樋口知之 統計数理の誕生とその広がり. 横幹, 8(1), 14-21.（平成 26 年 4 月） 

・樋口知之 書評：データサイエンティスト超入門－ビジネスで役立つ「統計学」の本当の活かし方, 統計, 2014
年（平成 26 年）9 月号, 70-71.（平成 26 年 9 月） 

・丸山 宏 我が国におけるデータ分析人材の育成と活用. Estrela (244), 8-13.（平成 26 年 7 月） 

・丸山 宏 チョコレートを食べるとノーベル賞がもらえるか？, 応用物理, 83(12), 1022-1024.（平成 26 年 12
月） 

・丸山 宏 ドットはつながったか. 情報処理, 56(4), 印刷中（平成 27 年 3 月） 

・丸山 宏 データ分析専門家というキャリア. 統計, 2015 年（平成 27 年）3 月号, 8-13.（平成 27 年 3 月） 
 

なお、特に注目すべきネットワークづくりとしては、平成 27 年 2 月 16 日（月）に開催した、「ビッグデータ

利活用人材育成」ワークショップである。このワークショップでは、人材育成に関わる主要ステークホルダー

が一堂に会し、情報交換、人材育成ベスト・プラクティスの共有等をふまえ、それぞれの取り組みに役立てて

いけるような意見交換を行った。講演者ならびに演題は、下記の通りであった。 
 

・山口 高平（慶應義塾大学 理工学部・教授）『スキルと実践を重視したビッグデータ・イノベーショ

ン人材育成プログラム』 

・大西 立顕（東京大学大学院 情報理工学系研究科 ソーシャル ICT 研究センター・准教授）『文部科

学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」における人材育成の取り組み』

【再掲】 

・美添 泰人（青山学院大学 経済学部・教授）『統計教育大学間連携ネットワーク(JINSE)における人

材育成の取組』 

・井上 克郎（大阪大学大学院 情報科学研究科・教授）『文部科学省情報技術人材育成のための実践教

育ネットワーク形成事業「地域・分野を越えた実践的情報教育協働ネットワーク(enPiT)」における

人材育成の取り組み』 

・橋本 武彦（一般社団法人 データサイエンティスト協会・事務局長補佐）『データサイエンティスト

協会における人材育成の取り組み～データサイエンティストの職種確立と地位向上に向けて～』 
・橋本 大也（データエクスチェンジ・コンソーシアム・理事長）『データエクスチェンジ・コンソー

シアムにおける人材育成の取り組み』 
 
 

3.2. 人材のローテーションの規模拡大 
 

平成 25 年度事業におけるインターンシップ・パイロット・プログラムから示唆された点を考慮し、学生が参

加しやすい夏期休暇期間にインターンシップが実施されるように配慮した。4 月から可能な限り大学を訪問し

て事業の説明を行い、6 月 15 日には合同説明会を慶應義塾大学日吉キャンパス来往舎で開催した。さらに、民

間のノウハウを取り入れつつ、なおかつ事業終了後の民間への事業移管を視野に入れて、株式会社アカリクに

合同説明会の運営支援を依頼した。 
 

合同説明会参加者

受入企業として合同説明会に参加したのは、以下の 11 社であった。主に Web 系のサービスベンダが中心で

・丸山 宏 データ分析人材育成の現状と課題（口頭発表）, 第３期ビッグデータ戦略的ビジネス活用研究

会～ビッグデータ時代のビジネス革新・情報分析による競争力に向けて～（平成 26 年 10 月 14 日） 

・丸山 宏 パネルディスカッション『データサイエンス力とは何か』（口頭発表）, 2014 年度 統計教育大

学間連携ネットワーク(JINSE)シンポジウム『論より統計！－データサイエンス力の高い人材の育成にむけて』

（平成 26 年 10 月 25 日） 

・Higuchi, T. Big data and personalization technology: Imputation, Linkage, and Stream computing（招待講演）, 
International Conference on Statistical Analysis of Large Scale High Dimensional Socio-Economics Data（平成 26 年

11 月 6 日） 

・Higuchi, T. Simulation, Data assimilation, and Emulation（招待講演）, Big Data Research Mission to UK（平成

26 年 11 月 9 日‐14 日） 

・丸山 宏 ビッグデータの光と影（特別講演）, 第 20 回 品質機能展開シンポジウム 日科技連（平成 26

年 11 月 21 日） 
・丸山 宏 データサイエンティストを目指す皆さんへ（口頭発表）, 一般社団法人データサイエンティス

ト協会 1st シンポジウム ～実務者が集うデータサイエンスの最前線～（平成 26 年 11 月 27 日） 

・丸山 宏 我が国におけるデータ分析人材の育成と活用（口頭発表）, 一般社団法人データサイエンティ

スト協会 1st シンポジウム ～実務者が集うデータサイエンスの最前線～ （平成 26 年 11 月 27 日） 

・樋口知之 賢く増やすと減らすはビッグデータ解析の基本（口頭発表）, 一般社団法人データサイエンテ

ィスト協会 1st シンポジウム ～実務者が集うデータサイエンスの最前線～（平成 26 年 11 月 27 日） 
・丸山 宏・神谷直樹・樋口知之・竹村彰通 わが国におけるデータ分析人材の育成と活用わが国における

データ分析人材の育成と活用（口頭発表）, 第 5 回横幹連合総合シンポジウム（平成 26 年 11 月 29 日） 

・樋口知之 ビッグデータ奔流が破壊する理系・文系の壁（特別講演）, 2014 年度同志社大学文化情報学研

究科シンポジウム（平成 26 年 11 月 29 日） 

・竹村彰通・美添泰人・中西寛子 統計教育の標準化と国際化 - 統計教育大学間連携ネットワークの活動（口

頭発表）, 横幹連合コンファレンス（平成 26 年 11 月 29 日） 
・丸山 宏 データに基づく意思決定（口頭発表）, 連続セミナー2014＜ｾｯｼｮﾝ 5＞情報処理学会（平成 26 年

12 月 1 日） 

・丸山 宏 IT は学術のありかたをいかに変えるか？―オープンサイエンス、統計学、研究倫理―（口頭発

表）, 第 11 回情報プロフェッショナルシンポジウム 科学技術振興機構（平成 26 年 12 月 4 日） 

・樋口知之 ビッグデータ時代にマネジメントはどう向き合うべきか（特別講演）, モノづくりにおける問

題解決のためのデータサイエンス講演会（平成 26 年 12 月 8 日） 
・丸山 宏 企業間でデータ活用を進めるための人材育成・組織作りについて（招待講演）, データエクス

チェンジ・コンソーシアム全大会（平成 26 年 12 月 18 日） 

・丸山 宏 パネル討論「「ビッグデータ分析をビジネスに活かす」デジタルプラクティス論文誌 2015 年 7
月特集号企画公開パネル討論」（口頭発表）, ソフトウエア ジャパン 2015 「ICT によるイノベーションの創

出～スマートシティから オリンピック・パラリンピックまで～」（平成 27 年 2 月 3 日） 

・丸山 宏 パネルディスカッション『ビッグデータ利活用人材の育成と活用に向けて』（口頭発表）, ビッ

グデータ利活用人材育成ワークショップ（第 7 回国際ワークショップ「社会イノベーションを誘発する情報・

システム」併催）（平成 27 年 2 月 16 日） 

・大西立顕 「文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」における人材育成

の取り組み」（口頭発表）, ビッグデータ利活用人材育成ワークショップ（第 7 回国際ワークショップ「社会

イノベーションを誘発する情報・システム」併催）（平成 27 年 2 月 16 日） 

・丸山 宏 データサイエンティストというキャリア（口頭発表）, オープンデータ・シンポジウム 2015 福

岡（平成 27 年 3 月 6 日）  

・大西立顕・水野貴之・清水千弘・家富洋・渡辺努 不動産市場にみられるアベノミクス効果：首都圏の中
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マッチングの結果、参加学生 63 名のうち、合計 26 名が各企業でのインターン採用に至った。この人数は、

合同説明会に参加しないでインターン採用に至った人数の約 2.3 倍であった。 
 

インターン終了後の受け入れ企業アンケート結果 

インターンシップ・プログラムに参加した受け入れ企業には、事業趣旨を説明した上で、付録 A に示したア

ンケートを配布し提出を求めた。その結果、平成 27 年 3 月時点で、11 社中 9 社の受け入れ企業からの回答を

得た。 

1) 基本情報 

(ア) 業種 
上述の通り、Web 系のサービスベンダが中心であった。 

(イ) インターン職種 

このインターンシップ・プログラムでは、平成 25 年度事業における調査をふまえて、以下の 3 類型の

インターンシップをデザインしている。 

タイプⅠ：特定のデータの深い分析を行う。研究開発等における高度な計算に基づいたデータ分析の現場

を経験することによって、学生は専門教育で身につけた知識やスキルが実際にはどのように役

立って社会に還元されていくのか学ぶ。 

タイプⅡ：データ分析プロセスをひと通り経験する。例えば、CRISP-DM（SPSS、NCR、クライスラー、

OHRA などにより確立されたデータ活用の標準プロセス）では、データサイエンティストのワ

ークフローとして、1) ビジネス要件定義、2) データの理解、3) データの準備／加工、4) モデ

情報・通信系

数学系
経済・経営系

物理系

生物・農学系

その他

図 参加学生のドメイン【再掲】

学部

修士

博士

図 参加学生の修学状況【再掲】

関連

建設・不動産

マスコミ・メディア

関連

その他

図 参加企業の業種内訳

あった。 

株式会社アイ・エム・ジェイ 

NTT コム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社 
株式会社オプト 

株式会社 構造計画研究所 

株式会社サイバーエージェント 
有限責任監査法人トーマツ 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

富士通株式会社 
株式会社フリークアウト 

株式会社ブレインパッド 

ヤフー株式会社 
 

合同説明会に参加した学生は、東京大学、東京工業大学、慶應義塾大学を始めとした大学に所属する 63 名で

あった。内訳は、男子学生が 55 名（87.3％）、女子学生が 8 名（12.7％）であった。この内訳の比率について、

日本標準職業分類（総務省）に基づき、平成 24 年就業構造基本調査で使用されている職業分類から「データサ

イエンティスト」や「データ活用の専門家」に該当すると考えられる職業の就業状況を抽出して比較検討した

（図 1）。図 1 では、斜線部分が女性の就業状況を

表している。「データサイエンティスト」や「デー

タ活用の専門家」に該当すると考えられる職業にお

ける女性の就業比率は 9.4％（平成 24 年度）であっ

たのに対し、女子学生の合同説明会への参加比率は

12.7％であったことから、女性側からみて「データ

サイエンティスト」や「データ活用の専門家」とい

う職業への期待が徐々に高まってきていることが

示唆された。この理由としては、「データサイエン

ティスト」や「データ活用の専門家」は「年齢・性

別に問わず働ける」職業であるという認識が持たれ

ていること（平成 25 年度に実施したアンケートに

おいて「データ活用の専門家としてキャリアを積み

たい理由」として「年齢・性別に問わず働ける」と

いう回答が比較的多かった）との関連が示唆されう

る。 
参加学生のドメインは図 2 の通りであった。情報・通信系の学生が比較的多かったが、経済・経営系などの

社会科学系の学生や、数学や物理学等の自然科学系の学生も多く参加していた。 

一方、参加学生の修学状況は図 3 の通りであった。修士課程の学生が参加者の多数を占めていた。 
 

受入企業と参加学生のマッチング

合同説明会では、参加学生全体に対して企業ごとに企業紹介をした後、企業ごとのブースに分かれてインタ

ーンシップの説明やインターン採用の面接を行った。各企業に対しては、合同説明会当日にインターン採用を

必ずしも決定することを求めなかった。したがって、企業の採用スケジュールにしたがって採用が決定される

場合もあった。ただし、各企業に対して、この事業の合同説明会を経由して採用に至ったかどうかを区別でき

るようにしておくことを求めた。 

正規

非正規

その他

正規

非正規 その他

図 平成 年就業構造基本調査（総務省統計局）に基づく
就業形態内訳

その他
0.8％

非正規
1.5％

正規
7.1％

その他
11.6％

非正規5.6％

正規
73.4％

正規
7.1％

情報・通信系
36.5％

数学系
17.5％

経済・経営系
12.7％

物理系
4.8％

生物・農学系
3.2％

その他
25.4％

IT 関連
73％

建設・不動産
9％

マスコミ・メディア関連
9％

その他
9％

学部
28.6％

博士
7.9％

修士
63.5％
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2) データサイエンティストを資格化するとしたら、どのようなスキルを重視すべきか。（自由記述） 

(ア)  ハードスキルとソフトスキルが必要。 

 ハードスキル（機械学習/最適化ナレッジ、プログラム言語を使うスキル（R など）、Optional でデー

タ基盤関連スキル（SQL など））とソフトスキル（ロジカルシンキング、コミュニケーション力、考

える力（仮説構築力）、問題解決力、統計思考力、プロジェクトマネジメント）。そして、これら 2

つのスキルのバランスがとれていること。 
このようにスキルのバランスを求める意見がある一方で、データ分析スキルを重視する意見と、ビジネス

スキルを重視する意見があった。 

 データ分析に関する総合力 
 統計解析スキルよりもビジネスに活かす観点を持っていること 

 ビジネスの基本スキル（経営、財務、マーケティング等のビジネス基本知識やコミュニケーション

等のビジネスコアスキル） 
(イ) 資格化のあり方についての意見や、資格化にあまり賛同できないという意見があった。 

 特定のスキルというより満遍無い知識。資格化は難しいので、データサイエンティストという業務

に就くための前提となるスキル知識が証明できることが重要。例えば、工学系大学院の卒業者を受

験資格者とするなどして、さらに試験で専門知識を問うような形にしてはどうか。 

 資格化するならば、多種多様なデータサイエンティストの存在が許容できるものであってほしい。 

3) データサイエンティストには、統計スキルの知識と経験、IT スキルの知識と経験、さらにビジネススキル

の知識と経験を備えた全人的な能力を求めるべきという考え方がある。この見解について、どのように考

えるか。（自由記述） 

(ア)  賛成 
 統計、IT、ビジネススキルすべて、最低限は必要。 

 認識としては相違ない。 

 海外で言われるデータサイエンティストという職業は、その 3 つを兼ね備えている人のことなの

で、すべて一定のレベルで習得しているべき。そして、成果を出すために、多領域とつなぐこと

ができる力が大切。 

(イ)  部分的に賛成 
 機械学習、IT リテラシー、ビジネススキル（聞く力、考える力、伝える力）は MUST。ビジネス

スキルでそれ以外の業務ナレッジ（マーケティング、サプライチェーンなど）は必要に応じて勉

強すれば良い。 
 そういう人材を育てるべきだが、統計スキルとビジネススキルはバッティングする部分があるの

で分けた方が良いかもしれない。 

プログラム

での採用数

プログラム

から応募で

不採用／辞

退

プログラム外

での採用数

プログラム外か

ら応募で不採用

／辞退

図 インターン採用内訳（参加企業全体）

ル作成、5) モデル評価、6) モデルの展開（改善方策の提案や効果検証など）が挙げられている。

このタイプでは、こうした一連のワークフローを学ぶことによって、最終的にはデータ分析と

ビジネスを橋渡しするための知識や経験を積むことができる。 
タイプⅢ：データに基づくビジネス上の意思決定現場を経験する。このタイプは、タイプⅡよりビジネス

サイドに特化している。例えば、経営意思決定や顧客が抱える課題の解決に、データ分析結果

がどのように役立てられているのか学ぶ。 
各企業のインターン職種を整理してみたところ、インターンシップが事業のデザインしたインターンシッ

プ類型に比較的沿った形で実施されていたことが示唆された。この事業の合同説明会を経由して採用した

インターンに対しては、タイプⅠとタイプⅡのインターンシップ・プログラムが適用されていた（図 5「プ

ログラムのインターン職種」）。一方で、経由しないで採用したインターンに対しては、データサイエンテ

ィスト育成の類型には当てはまらない、いわゆる営業や企画などのインターンシップも実施されていたこ

とが示唆された（図 5「プログラム外のインターン職種」）。 

  

(ウ) 従業員数 
参加企業は、比較的大きな企業が中心であった。 

 
(エ) 学生応募状況 

参加企業へのインターン応募は、事業を経由しない場合も含めると 118 名あったが、この事業からの採

用率の方が比較的高く、事業を経由しない場合の採用率の約 2.3 倍であった。また、参加企業のインター

ンシップ応募者数の半数以上が、この事業からの応募者であった。 

研究・開発

調査
企画

営業

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

関連

プログラムのインターン職種

研究・開発

企画

営業

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

関連

プログラム外のインターン職種

～ 名

～ 名

～ 名

名～

図 参加企業の従業員数

図 インターン職種の概要

研究・開発
33％

研究・開発
20％IT 関係

27％
IT 関係
30％

調査
6％企画

7％

企画
20％

営業
7％

営業
20％

コンサルティング
20％

コンサルティング
10％

5001名
45％

1001～
5000名
11％

101～500名
22％

501～1000名
22％

プログラム外から
応募で

不採用／辞退
35.6％

プログラムから
応募で

不採用／辞退
31.4％

プログラムでの
採用数
22％

プログラム外
での採用数

11％
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使用されることはなかった。しかしながら、「インターンシップで（も）学んだこと」のうち、「その

他」に、比較的新しい分析手法であるアソシエーション分析が挙げられていた（1 名の回答。別の参

加者 1 名が「その他」として「多変量解析」を挙げていたが、「多変量解析」と回答していたことと、

学部生であること等から、古典的な手法であったことが推測される）。 

  

 

② 機械学習、自然言語処理、RDBMS の知識や Unix / Linux の経験について 
今回のインターンシップは、機械学習、自然言語処理、RDBMS の知識は必要がないか、あらかじめ

必要がなかった。また、UNIX / Linux の経験はあらかじめ必要でなかった。 

③ プログラミング・スキルについて 
学生は何らかのプログラミング・スキルを身につけていたが、インターンシップで使用された言語

は Python と R に集中していたことが推測される。 

  

 

2) インターンシップに参加して良かったこと（自由記述） 

 自分の将来を考える良いきっかけになった。 

 インターンに参加する前は、データサイエンティストという職種を漠然と捉えていた。実際に参加してみ

て、データサイエンティストという仕事は、想像していたよりも泥臭い仕事だと分かった。しかし、ビッ

グデータは分析されなければゴミでしかなく、分析することによって価値を生み出す楽しさを知ることが

できたので、将来データサイエンティストとして社会に貢献したいと考えるきっかけになった。 

古典的統計

空間統計

時系列統計
ベイズ統計

最適化

シミュレー

ション

グラフィカ

ルモデル

インターンシップ前に学んでいたこと

最適化

その他

ない

インターンシップで（も）学んだこと

その他

学んだことのあるプログラミング・スキル 学んだプログラミング・スキル

図 参加学生がインターンシップ前に学んでいたこととインターンシップで学べたこと（統計スキル）

図 参加学生がインターンシップ前に学んでいたこととインターンシップで学べたこと（プログラミング・
スキル）

(ウ)  個人ではなくチームに求めるべき 

 特化した人材の集合体としてチームで補うという考え方が一般的ではないか。 

 すべてを求めるのは不可能。ただし、リベラルアーツは持っていた方が「当たり前」という感覚

を分析に活かせる。 

4) この事業に対して期待すること（自由記述） 

(ア)  連携強化や創出、ただしアカデミアとのネットワークに関しては否定的な意見と肯定的な意見があっ

た。 

 企業間の横のつながり創出、企業と学生（≠大学・研究機関）の縦のつながり創出 

 産業界と学術界の橋渡しとしての役割が期待される。また、企業内での人材育成を受託するよう

な場に発展できると、非常に意義がある。 

(イ)  情報発信や業界活性化 

 市場が求める人材像の形成と、人材育成者及び人材需給調整者への情報発信 
 データサイエンティストという比較的新しい職種を、一時のブームで終わらせないために、この

事業がより影響力、発信力を持ちネットワークを広げて頂けることを期待している。 

 データサイエンティストのスキルの底上げ、業界全体の拡大 
 活躍するデータサイエンティスト事例のフィードバック等による業界活性化 

(ウ)  育成に関する企業からの要望を反映すること 

 研究としての数理統計と実務に必要な数理統計技術は必ずしも一致しない。また、企業内でデー

タを扱う場合には大学では経験しないようなデータ加工のような工程も存在する。また、産業界

のニーズを汲み取ろうとしない教授も目にする。学会では特定のテーマについての議論は行える

が、もっと範囲を広げた全体的な教育が可能な場が必要であると思われる。 
 データサイエンティストの育成における事業会社要望の取り込み 

 

インターン終了後の学生アンケート結果

インターンシップ・プログラム参加学生には、事業趣旨を説明した上で、付録 B に示したアンケートを配布

し提出を求めた。その結果、平成 27 年 3 月時点で 5 名の参加学生からの回答を得た。サンプルが少ないので以

下の集計は、あくまでも参考資料である。 
アンケートに回答した 5 名の参加学生のうち、男子学生は 4 名（うち学部 3 年生が 3 名、修士課程 1 年生が

1 名）、女子学生は 1 名（学部 3 年生）であった。平均年齢は、21.6 歳 (SD 1.67)であった。 

1) インターンシップに参加して学べたこと 
(ア) 自由記述 

参加学生からは、現場に出なければ学べないであろうコメントを得ることができた。 

チームで動くことの難しさを学べた。情報共有という点で、チームで意思統一していくことが重要と学

んだ。また、相手に理解してもらえるように分かりやすく説明することが難しいことを痛感した。 

データ分析の苦しさ・難しさを学べた。ビッグデータを扱うときにデータの前処理が重要であることが

分かった。そして、時間をかけて分析しても価値ある結果が得られないことがある一方で、思いもよらな

いところから価値を見いだせたりしたことから、対象とするデータに価値があるかどうかを事前に見積も

ることの難しさを学んだ。 

(イ) 定量データ 
① 統計スキル（複数回答） 

統計スキルに関しては、現場で要求されることが限定されていたので、大学等で身につけたことは

あまり役に立たなかった可能性が推測される。一方で、アンケートに回答した参加学生の大半が学部

3 年生であったことをふまえると、受け入れ企業側の配慮があった可能性も考えられる。いずれにし

ても、5 名の参加者には、比較的新しい統計スキルまで学習した経験があるが、インターンシップで

古典的統計
25％ ない

40％

最適化
20％

その他
40％

シミュレーション
17％

空間統計
8％最適化

17％

時系列統計
8％

ベイズ統計
17％

グラフィカルモデル
8％　　

Ruby
12％

Ruby
10％

PHP
8％

C
8％

R
20％

R
50％Java

16％

JavaScript 8％
C# 4％

objective-C
4％

HTML
8％

XML 4％
Perl 4％

Python 4％

Python
40％

その他
 8％
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このように佐賀県では、わずか半年で、以上の新たな取り組みがうまく機能し始めている。この理由として、

首長の強いリーダーシップをまず挙げることができるが、データ分析発注側の県庁担当者が戦略コンサルティ

ング経験者であることで、サービス供給側（コンサルティング会社）とサービス発注側（自治体）とのコミュ

ニケーションがスムースであることも注目すべき点として挙げられよう。そして、その背景には、佐賀県が長

年取り組んできた、中途採用を含む人材の多様性の成果があると考えられる。 
 

この他に、データサイエンティスト利活用側の調査として、ある民間会社を対象とすることを計画している。

現在、この会社と秘密保持契約の締結作業中である。 
 

もう一点、本年度に取り組んだのは、フリーランスのデータサイエンティストの利用が可能であるか、とい

う予備的な調査である。具体的には、クラウドソーシングサイトであるクラウドワークス上で架空のアンケー

ト結果の分析を、応募してきた 10 名のワーカーにそれぞれ独立に発注した。その結果、応募時にスキル記述に

嘘はなかったが、分析結果の品質は大きく分かれることがわかった。クラウドソーシングの利用には、kaggle

のようなコンテスト形式のものを使うか（「最も高い予測精度」という結果によって最善のワーカーを選択でき

る）、あるいはワーカーに対して、何らかのスキル認証が必要だと考えられる。それでは、仮に、現時点でのク

ラウドソーシングの利用には、どのような点に注意すべきであろうか。調査の結果、示唆されたことは以下の

3 点であった。 

1) ワーカー側が仕事内容を精査しており、仕事内容によっては本来発注したいデータサイエンティストにリ

ーチできない。 

スキルが上位のワーカーは、「自己スキルの確認や向上に役立つか」という観点で受注を決めていることが示

唆された。また、下位のワーカーは、一般的に受注件数が多く、自己のスキルを越えた仕事にも積極的に応募

している可能性があった。 

2) 金銭的報酬よりも内的な報酬を重視している。 

クラウドワークス上のワーカーたちは、クラウドソーシングの報酬は「ほとんど意味のない」、「お小遣い程

度」という認識を持っていた。 

3) 分析ツール利用スキルに嘘はないが分析スキルとは一致しない 

多くのワーカーは、自己申告した分析ツールを利用できるが、そのツールを適切に利用し、分析結果を正し

く判断できるとは限らない。 
 

 

3.4. データサイエンティストの育成教材の展開 
 

平成 25 年度事業において制作した、データサイエンティスト・クラッシュ・コースは、オンラインでの視聴

が可能な形式ではあったが、配信上の課題を直ちに解決することができなかった。そのため、今年度のインタ

ーンシップ・プログラム合同説明会参加者を始め、関心を寄せていただいた多くの方々に DVD での配布を先

行して行った。しかしながら、この形式での配布には物理的な限界があるため、オンラインでの配信上の課題

を全て解決し、平成 27 年 2 月 19 日から無料ビデオコンテンツとして、ネット上で視聴できるようにした

（YouTube 版データサイエンティスト・クラッシュ・コース）5。 
 

                                                           
5 https://www.youtube.com/channel/UCTkQ7ErzG5HIq-lo-IMJNCA/videos?sort=da&flow=list&view=0 

 データサイエンティストを志している他大学の学生と繋がりが持てた。 

 自分に足りないこと（統計に関する知識、プログラミング・スキル、分かりやすく伝える能力）が分かっ

た。 
3) 改善して欲しいこと（自由記述） 

 会社のインターンシップ選考の日程を知らせて欲しい（分かっていれば予定が立てやすくなる）。 

 期間をもう少し長くして欲しい（3 週間だったが、あと 1 週間あればもう少し深く突っ込めた）。 
 春季にも実施して欲しい。 

 （インターンシップで）メンターに質問しやすい環境を作って欲しい。 
 
 

3.3. ベスト・プラクティス 
 

初年度に得られた知見に基づき、本年度は、組織の中でデータサイエンティストをどのように利活用するか

について調査を行った。特に、データ分析を政策決定に活かそうという試みを始めた佐賀県について、以下の

日時で視察、テレビ会議システム、電話、Skype による追跡調査を行った。 
平成 26 年 8 月 21 日 14 時 00 分～15 時 00 分 

平成 26 年 9 月 22 日 16 時 00 分～16 時 50 分 

平成 26 年 10 月 30 日 10 時 30 分～11 時 20 分 
平成 26 年 12 月 24 日 11 時 00 分～11 時 55 分 

平成 27 年 2 月 6 日 11 時 00 分～11 時 55 分 

平成 27 年 3 月 5 日 14 時 00 分～16 時 00 分 
佐賀県では、平成 26 年の夏に、経験や勘だけではなく、データ分析に基づいた効果的な施策を打ち出したい

との思いからデータ利活用プロジェクトがスタートした。このプロジェクトは、佐賀県が持つ公共データ等を

収集・分析し、政策立案・評価等へ活用するとともに、オープンデータを推進し、新たな県民サービスの創出

等の促進を目標としている。このプロジェクトの推進にあたっては、アクセンチュア株式会社をパートナーと

している。県が持つ公共データ等を収集・分析し、政策立案・評価等へ活用していく手始めとして、医療、消

防・防災、商工・観光などの多岐にわたる領域で実データの分析と利活用の検討が進められている。プロジェ

クトがスタートして半年しか経過していないので、データ分析そのものの結果が数字として現れるのはまだこ

れからであるが、県庁担当者に対するヒアリングから、県庁の複数の課がデータ分析の力に気付き始めている

ことが伺えた。 
 データ分析が触媒となり、組織間の新しい繋がりが創出されてきている。特に、消防部門と医療部門

がこれまで以上に一体化し始めたことは印象的。 

 組織のマインドセットが変えられてきた。また、データを現場で利活用できるように整備したことで、

現場でのモチベーションが向上した。想像以上に現場が最もデータ分析の力を望んでいるのではない

かと感じている。 

ただし、庁内全体の意識改革は来年度以降に取り組むことにしており（「点と点が繋がるのではなく、面的な広

がりを持ってデータとデータ分析の利活用が浸透するのが主な目標の一つ」）、このようなリテラシーの変化は

今後の課題として残されているといえる。 

庁内全体への浸透策として、研修のあり方の検討に入っていた。自治体で利用するデータや扱うケースはビジ

ネス現場でのそれらとは明らかに異なる。そのため、佐賀県庁担当者たちは、成功事例を積み重ねて庁内の意

識を変えていくとともに、自治体における政策立案・評価等に適した研修を検討していた。 

一方で、データ分析そのものだけではなく、ビジネスの現場で指摘されているように課題設定も重要である

という認識に至っていると推測された。 
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3.5. プロジェクトの総合推進 
 

プロジェクトの推進においては、初年度と同様、運営委員会を開催し（平成 26 年 7 月 28 日、平成 27 年 1 月

26 日）識者の意見を取り入れながら行った。また、事業の発注元である文部科学省・日本科学技術振興機構と

も密接に連携しながら、正しい事業の遂行・予算執行に最大限の留意をした。今年度は、これまでに形成して

きた大学間ネットワーク、産学ネットワーク、関連団体や関連企業間ネットワークを維持するとともに、「関連

団体や関連企業間ネットワーク」をデータビジネス創造コンテスト、データエクスチェンジ・コンソーシアム

等に拡げていった。加えて、理工チャレンジ（内閣府男女共同参画局）の応援団体として登録した。 

なお、今年度の運営委員会参加者は以下の通りであった。 
伊藤 聡 統計数理研究所 教授 

井川 甲作 松竹株式会社 

井上 亮 株式会社アカリク 
大西 立顕 東京大学大学院 情報理工学系研究科 ソーシャル ICT 研究センター 准教授／文部科

学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」 再委託先業務参

加者 
岡野原 大輔 株式会社 Preferred Infrastructure   

柏木 宣久 統計数理研究所 教授 

神谷 直樹 統計数理研究所 特任研究員／文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネ

ットワークの形成」 委託先業務参加者 

木村 正一 統計検定センター 

草野 隆史 株式会社ブレインパッド 
佐藤 俊哉 京都大学大学院 教授 

清水 信夫 統計数理研究所 助教／文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワ

ークの形成」 委託先業務参加者 
鈴木 律夫 情報サービス産業協会 

高田 唯史 自然科学研究機構 国立天文台 天文データセンター 准教授 

竹村 彰通 東京大学大学院 教授／文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワ

ークの形成」 再委託先業務主任者 

田村 義保 統計数理研究所 教授   

坪井 誠司 独立行政法人海洋研究開発機構 地球情報センター 部長 
中野 純司 統計数理研究所 教授 

橋本 武彦 一般財団法人データサイエンティスト協会 

樋口 知之 統計数理研究所 所長／文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワ

ークの形成」事業 委託先業務主任者 

藤山 秋佐夫 国立遺伝研究所 教授 

堀 宗朗 東京大学地震研究所 教授 
丸山 宏 統計数理研究所 副所長／文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネット

ワークの形成」 委託先実施責任者 

三國 純一 日本経済新聞社 
山島 大知 日本経済新聞社 

（敬称略・50 音順）  

 

 
 

また、大学・民間を問わず多くのデータサイエンティスト育成コースが開講されているが、およそ 180 の教

育プログラムについて一覧を作り、事業のホームページで公開した6。このデータベースには、以下の情報を纏

めてある。なお、付録 C にも概略を掲載した。 

 教育プログラム（講座／教材名） 
 教育プログラム提供元 

 教育プログラムの問い合わせ先 

 教育プログラム URL 
 教育プログラム概要 

 オンラインで受講可能か否か 

 実習等の有無 
 受講前提条件の有無 

 学習期間 

 受講料金 
 事業インターンシップ類型との対応（分析者向け（タイプⅠ）／分析サービス提供者向け（タイプⅡ）

／意思決定者向け（タイプⅢ）） 

 使用言語 
 その他備考 

このデータベースは、データサイエンティストを目指す者、あるいはデータサイエンティストの育成を考えて

いる組織にとって有用な情報となるだろう。 

                                                           
6 http://datascientist.ism.ac.jp/education.html 

図 版データサイエンティスト・クラッシュ・コース
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付録 B：インターンシップ参加学生に対する調査票 

Ⅰ． 基本情報

歳

学部 修士 博士 その他：

年

文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」

学年

データサイエンティスト・インターンシップ・プログラム　アンケート

修学状況

性別

年齢

各質問項目への回答は任意ですが、インターンシップ・プログラムをより良いものにするために、以下のアンケートに是非ご協力ください。ご回
答内容は、回答者を特定できない形で本事業年次報告書等で利用させていただきます。また、ご回答いただいたことによって所属機関での活動を
はじめ、その他の如何なる活動に影響が生じることはありません。また、事業遂行上の必要性が消失した場合には速やかに破棄いたします。

 

Ⅱ． スキル等

□ 古典的統計 □ 最適化

□ 空間統計 □ シミュレーション

□ 時系列統計 □ グラフィカルモデル

□ ベイズ統計 □ その他：　　（ ）

□ 古典的統計 □ 最適化

□ 空間統計 □ シミュレーション

□ 時系列統計 □ グラフィカルモデル

□ ベイズ統計 □ その他：　　（ ）

機械学習に関する知識について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

自然言語処理に関する知識について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

インターンシップ前に学んだことのあるRDBMSをチェックしてください（■に変えてください）。

□ □ □

インターンシップで（も）学んだRDBMSをチェックしてください（■に変えてください）。

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ その他　　　（ ）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ その他　　　（ ）

UNIX / Linux の経験について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

インターンシップ前に学んだことのあるプログラミング・スキルをチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップで（も）学んだプログラミング・スキルをチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップ前に学んだことのある統計解析手法をチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップで（も）学んだ統計解析手法をチェックしてください（■に変えてください）。

研究分野（専攻分野）

研究内容（専攻内容）

 
  

付録 A：インターンシップ参加企業に対する調査票 

Ⅰ． 基本情報（御社に該当する項目をチェックしてください）

□ 製造 □ 出版印刷 □ 金融・保険 □ 卸売・小売 □ 卸売（商社）

□ IT関連 □ サービス □ 公務員・官公庁 □ 医療・福祉 □ 建設・不動産

□ 教育・保育 □ マスコミ・メディア関連 □ その他

□ 管理 □ 研究・開発 □ 調査 □ 企画 □ 営業

職種 □ 製造 □ 総務 □ 人事 □ 経理 □ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

□ IT関連 □ その他（　　　　　　　　　　）

□ 管理 □ 研究・開発 □ 調査 □ 企画 □ 営業

ン職種 □ 製造 □ 総務 □ 人事 □ 経理 □ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

□ IT関連 □ その他（　　　　　　　　　　）

□ ～10名 □ 11～50名 □ 51～100名 □ 101～500名 □ 501～1000名

□ 1001～5000名 □ 5001名～

Ⅱ． 以下の設問にご回答ください。

人

人

人

ご協力ありがとうございました。

文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」

データサイエンティストには、統計スキルの知識と経験、ITスキルの知識と経験、さらにビジネススキルの知識と経験を備えた全人的な能力を求め
るべきという考え方があります。この見解について、どのようにお考えになりますか。

この事業（文部科学省委託事業　データサイエンティスト育成ネットワークの形成）に対して、どのようなことが期待できるとお考えですか。

何名の学生が応募しましたか。

本プログラムで何名の学生を受け入れましたか。

データサイエンティストを資格化するとしたら、どのようなスキルを重視すべきと考えますか。

従業員数

業種

本プログラムのインターン

各質問項目への回答は任意ですが、インターンシップ・プログラムをより良いものにしていくために、以下のアンケートに是非ご協力ください。ご回答内
容は、回答者、回答企業を特定できない形で、本事業年次報告書等で利用させていただきます。また、事業遂行上の必要性が消失した場合には速やかに破
棄いたします。

データサイエンティスト・インターンシッププログラム　アンケート

本プログラム外のインター

本プログラム外で何名の学生を受け入れましたか。

  

付録 A：インターンシップ参加企業に対する調査票 

Ⅰ． 基本情報（御社に該当する項目をチェックしてください）

□ 製造 □ 出版印刷 □ 金融・保険 □ 卸売・小売 □ 卸売（商社）

□ IT関連 □ サービス □ 公務員・官公庁 □ 医療・福祉 □ 建設・不動産

□ 教育・保育 □ マスコミ・メディア関連 □ その他

□ 管理 □ 研究・開発 □ 調査 □ 企画 □ 営業

職種 □ 製造 □ 総務 □ 人事 □ 経理 □ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

□ IT関連 □ その他（　　　　　　　　　　）

□ 管理 □ 研究・開発 □ 調査 □ 企画 □ 営業

ン職種 □ 製造 □ 総務 □ 人事 □ 経理 □ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

□ IT関連 □ その他（　　　　　　　　　　）

□ ～10名 □ 11～50名 □ 51～100名 □ 101～500名 □ 501～1000名

□ 1001～5000名 □ 5001名～

Ⅱ． 以下の設問にご回答ください。

人

人

人

ご協力ありがとうございました。

文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」

データサイエンティストには、統計スキルの知識と経験、ITスキルの知識と経験、さらにビジネススキルの知識と経験を備えた全人的な能力を求め
るべきという考え方があります。この見解について、どのようにお考えになりますか。

この事業（文部科学省委託事業　データサイエンティスト育成ネットワークの形成）に対して、どのようなことが期待できるとお考えですか。

何名の学生が応募しましたか。

本プログラムで何名の学生を受け入れましたか。

データサイエンティストを資格化するとしたら、どのようなスキルを重視すべきと考えますか。

従業員数

業種

本プログラムのインターン

各質問項目への回答は任意ですが、インターンシップ・プログラムをより良いものにしていくために、以下のアンケートに是非ご協力ください。ご回答内
容は、回答者、回答企業を特定できない形で、本事業年次報告書等で利用させていただきます。また、事業遂行上の必要性が消失した場合には速やかに破
棄いたします。

データサイエンティスト・インターンシッププログラム　アンケート

本プログラム外のインター

本プログラム外で何名の学生を受け入れましたか。

  

付録 B：インターンシップ参加学生に対する調査票 

Ⅰ． 基本情報

歳

学部 修士 博士 その他：

年

文部科学省委託事業「データサイエンティスト育成ネットワークの形成」

学年

データサイエンティスト・インターンシップ・プログラム　アンケート

修学状況

性別

年齢

各質問項目への回答は任意ですが、インターンシップ・プログラムをより良いものにするために、以下のアンケートに是非ご協力ください。ご回
答内容は、回答者を特定できない形で本事業年次報告書等で利用させていただきます。また、ご回答いただいたことによって所属機関での活動を
はじめ、その他の如何なる活動に影響が生じることはありません。また、事業遂行上の必要性が消失した場合には速やかに破棄いたします。

 

Ⅱ． スキル等

□ 古典的統計 □ 最適化

□ 空間統計 □ シミュレーション

□ 時系列統計 □ グラフィカルモデル

□ ベイズ統計 □ その他：　　（ ）

□ 古典的統計 □ 最適化

□ 空間統計 □ シミュレーション

□ 時系列統計 □ グラフィカルモデル

□ ベイズ統計 □ その他：　　（ ）

機械学習に関する知識について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

自然言語処理に関する知識について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

インターンシップ前に学んだことのあるRDBMSをチェックしてください（■に変えてください）。

□ □ □

インターンシップで（も）学んだRDBMSをチェックしてください（■に変えてください）。

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ その他　　　（ ）

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ その他　　　（ ）

UNIX / Linux の経験について、該当する項目の記号をチェックしてください（■に変えてください）。

□ 元々知識があった（インターンシップでも学べた） □ 元々知識があった（インターンシップでは利用しなかった）

□ インターンシップで初めて学んだ □ ない

インターンシップ前に学んだことのあるプログラミング・スキルをチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップで（も）学んだプログラミング・スキルをチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップ前に学んだことのある統計解析手法をチェックしてください（■に変えてください）。

インターンシップで（も）学んだ統計解析手法をチェックしてください（■に変えてください）。

研究分野（専攻分野）

研究内容（専攻内容）
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付録 C：提供されている関連講座・教育プログラムのリスト（平成 27 年 2 月 2 日現在） 
 

Ⅲ． その他、インターンシップに参加して学べたこと

Ⅳ． インターンシップに参加して良かったこと

Ⅴ． 改善してほしいこと

ご協力ありがとうございました。  
  

注
）
各
講
座
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
本
事
業
が
推
薦
、
あ
る
い
は
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

よ
り
詳
細
な
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は
、
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業
ホ
ー
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ペ
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ジ
の
教
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ラ
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ジ
（
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を
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。

 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
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合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
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使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
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者
向
け

意
思
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定
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向
け
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ス
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ー
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ジ
ャ
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社
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サ
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ビ
ス

：

：

〒
東
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都
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×
○
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日
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科
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局
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○
○
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約

年
間

無
料

○
○

日
本
語
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。

○
○

×
○
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語
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間

○
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デ
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修
事
業
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本
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市
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原
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下
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部

×
○
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日
間
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込
）

○
 

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
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元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
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定

者
向
け

ウ
ェ
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解
析
士
マ
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座
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般
社
団
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解
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会
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）
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ト
作
成
試
験（

円
）

【
日
目
】
講
義
実
技
試

験
（

円
）

○
日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析

イ
ン
テ
ル
株
式
会
社

イ
ン
テ
ル
株
式
会
社

〒
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

国
際
ビ
ル

階

○
×

×
無
料

○
○

○
日
本
語

事
例
か
ら
学
ぶ
！
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用

コ
ー
ス
（

日
間
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
株
式
会
社

：

：

〒
東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町

渋
谷
イ
ン
フ
ォ
ス
タ
ワ
ー

×
○

×
日
間

円（
税
抜
）⇒
【
今

だ
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格

円
】

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
学
ぶ「
分

析
力
」
講
座

株
式
会
社

日
経

日
経
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
有
り
〒

東
京
都

港
区
白
金

丁
目

番
号

プ
ラ

チ
ナ
タ
ワ
ー

×
○

×
日
間

円
○

○
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
入
門

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
×

×
日
間

円
 

○
日
本
語

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

入
門
－

－

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
修
事
業
部

：

：

（
本
社
）
〒

神
奈
川
県
川
崎
市

中
原
区
下
沼
部

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

言
語
入
門

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
修
事
業
部

：

：

（
本
社
）
〒

神
奈
川
県
川
崎
市

中
原
区
下
沼
部

×
×

×
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
と
活
用
～
デ
ー
タ

マ
イ
ニ
ン
グ
基
礎
編
～

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
修
事
業
部

：

：

（
本
社
）
〒

神
奈
川
県
川
崎
市

中
原
区
下
沼
部

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
養
成
講
座

ア
イ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

ア
イ
テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社

：
（
代
表
）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
赤
坂

赤
坂
王
子
ビ
ル

○
×

×
無
料

○
 

日
本
語

初
級

解
析
士
認
定
講
座

一
般
社
団
法
人

ウ
ェ
ブ
解
析
士
協
会

一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ブ
解
析
士
協
会

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
新
宿

新
宿
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

階

×
×

×
日
間

円
（
税
込
）

試
験
の
み
の
場
合
は

円
（
税
込
）

○
○

○
日
本
語

上
級

解
析
士
認
定
講
座

一
般
社
団
法
人

ウ
ェ
ブ
解
析
士
協
会

一
般
社
団
法
人
ウ
ェ
ブ
解
析
士
協
会

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
新
宿

新
宿
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）（

内

訳
：
受
講
・
試
験
費
用

円
、
認
定
料

円
）

○
日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
組
合
せ
・
順
列
パ
タ
ー
ン
の

発
見

デ
ー
タ
加
工

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
組
合
せ
・
順
列
パ
タ
ー
ン
の

発
見

顧
客
分
析
【
ク
ラ

ス
タ
リ
ン
グ

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
編
】

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
講
座

～
デ
ー
タ
分
析
の
新
た
な
手
法
を
短
期
間

で
修
得
～

株
式
会
社
イ
ン
プ
レ
ス

株
式
会
社
イ
ン
プ
レ
ス

〒
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町

番
地

×
○

×
回
、

ヵ
月

円
○

 
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス

株
式
会
社
チ
ェ
ン
ジ

株
式
会
社
チ
ェ
ン
ジ

：
：

：

〒
東
京
都
渋
谷
区
東

東
京
建
物
東
渋
谷
ビ
ル

階

×
○

○
日
間

円
○

○
日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
概
説

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
×

×
日
間

円
（
税
込
）

○
○

○
日
本
語

体
感
！
機
械
学
習
－
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代

の
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
技
術
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
？

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
－
解
説
と
操
作
体
験

－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
・
判
別
の
た
め
の
モ
デ

ル
を
作
成

入
門

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

○
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
・
判
別
の
た
め
の
モ
デ

ル
を
作
成

デ
ー
タ
加
工

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
・
判
別
の
た
め
の
モ
デ

ル
を
作
成

顧
客
分
析

【
予

測
モ
デ
ル
カ
テ
ゴ
リ
編
】

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
作

成

入
門

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
作

成

デ
ー
タ
加
工

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
予
測
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
作

成

顧
客
分
析
【
予
測

モ
デ
ル
ス
ケ
ー
ル
編
】

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

講
座：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

を
目
指
す
方
へ

コ
ー
ス

：
組
合
せ
・
順
列
パ
タ
ー
ン
の

発
見

入
門

株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（

）
株
式
会
社
ア
イ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
箱

崎
町

国
際
箱
崎
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
デ
ー
タ

モ
デ
リ
ン
グ
解
説

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

○
○

○
時
間

受
講
料

円（
税

込
）

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

基
礎
か
ら
学
ぶ

－
現
場
で
使
え
る
力

を
つ
け
る
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
○

 
日
本
語

脱
初
心
者
の
た
め
の

－
で
こ
こ

ま
で
で
き
る
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
分
析
に
使
え
る

－
で
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
に
立
ち
向
か
う
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

で
は
じ
め
る
統
計
入
門

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
×

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ

ニ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

   

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

○
○

×
時
間

受
講
料

円（
税

込
）

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

入
門
－
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

入
門
－
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
操
作

体
験
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
入
門
－
解
説
と
操
作
体
験

－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
×

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
概
説

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

○
○

○
時
間

受
講
料

円（
税

込
）

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

デ
ー
タ
分
析
手
法
の
理
論
と
適
用
－
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
統
計
的
手
法
活
用
の
広
が

り
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
入
門
研
修

に
よ
る
統
計
解
析
－
分
析
結
果
を
統
計
的

に
正
し
く
理
解
し
、
次
の
意
思
決
定
に
向

け
た
提
案
へ
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
日
本
語

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
学
ぶ
デ
ー
タ
分
析
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
－
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

を
中
心
と
し
て
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
・
機
械
学
習

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

教
育
講
座
事

務
局 ：

：

：

〒
東
京
都
港
区
白
金
台

白
金
台
ビ
ル

×
日
本
語

に
よ
る
集
計
・
分
析

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

教
育
講
座
事

務
局 ：

：

：

〒
東
京
都
港
区
白
金
台

白
金
台
ビ
ル

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
日
本
語

に
よ
る
統
計
解
析

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
パ
ッ
ド

教
育
講
座
事

務
局 ：

：

：

〒
東
京
都
港
区
白
金
台

白
金
台
ビ
ル

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ク
ラ
ス
タ

管
理

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

管
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
基
礎

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
○

○
日
本
語

定
量
分
析
の
ス
キ
ル
－
問
題
解
決
の
精
度

を
高
め
る
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

仮
説
構
築
と
調
査
検
証
－
仮
説
構
築
の
考

え
方
を
学
び
、
仮
説
に
沿
っ
た
調
査
手
法

を
選
択
し
、
調
査
結
果
を
読
み
解
く
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
入
門
研
修

に
よ
る
集
計
・
分
析
－
分
析
の
基
本

的
な
プ
ロ
セ
ス
を
修
得
し
、
自
社

デ

ー
タ
の
活
用
へ
－

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

株
式
会
社
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
品
川
区
南
大
井

丁

目
番

号
大
森
ベ
ル
ポ
ー
ト
Ｄ
館

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

に
よ
る
機
械
学
習
入
門
＋
ベ
イ
ジ
ア

ン
フ
ィ
ル
タ
実
装
・
実
践
ハ
ン
ズ
オ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

学
び

株
式
会
社

学
び

株
式
会
社

： ：

〒
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町

元
町
シ
テ
ィ
ー

？
？

？
円
（
税
込
）

○
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
研
修

株
式
会
社

う
え
じ
ま
企
画

（
株
）
う
え
じ
ま
企
画

セ
ミ
ナ
ー
担
当

：

：

〒
東
京
都
北
区
東
田
端

ツ
イ
ン
ビ
ル
田
端
Ａ
棟

×
？

？
ヶ
月

円
（
税
抜
）

＊
パ
ッ
ク
受
講
料
金

＊
各
テ
ー
マ
を
単
発
で
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
育
成
基
礎
研
修

株
式
会
社

う
え
じ
ま
企
画

（
株
）
う
え
じ
ま
企
画

セ
ミ
ナ
ー
担
当

：

：

〒
東
京
都
北
区
東
田
端

ツ
イ
ン
ビ
ル
田
端
Ａ
棟

×
？

？
日
間

○
日
本
語

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ
リ
ス
ト
人
材
育
成
研
修

（
）

株
式
会
社

う
え
じ
ま
企
画

（
株
）
う
え
じ
ま
企
画

セ
ミ
ナ
ー
担
当

：

：

〒
東
京
都
北
区
東
田
端

ツ
イ
ン
ビ
ル
田
端
Ａ
棟

×
？

？
ヶ
月

円
（
税
抜
）

＊
パ
ッ
ク
受
講
料
金

＊
各
テ
ー
マ
を
単
発
で
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

 
○

日
本
語

デ
ー
タ
分
析
の
手
法

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

Ｆ

×
？

×
日
間

円
（
税
込
）

＊
入
学
金

円

（
税
込
）
が
別
途
必
要

○
○

日
本
語

定
量
分
析

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

Ｆ

×
？

×
日
間

円
（
税
込
）

＊
入
学
金

円

（
税
込
）
が
別
途
必
要

○
○

日
本
語

ト
レ
ン
ド
・
テ
ク
ニ
カ
ル
分
析

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

Ｆ

×
？

×
日
間

円
（
税
込
）

＊
入
学
金

円

（
税
込
）
が
別
途
必
要

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

株
式
会
社

ナ
ガ
セ

ス
ク
ー
ル

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー

Ｆ

×
○

×
ヶ
月
～

ヶ

月 集
中
講
義
で

日
間

円
（
税
込
）

＊
入
学
金

円

（
税
込
）
が
別
途
必
要

○
○

日
本
語

   

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
を
生
き
抜
く

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
超
入
門

産
業
能
率
大
学

産
業
能
率
大
学
総
合
研
究
所

：
：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
世
田
谷
区
等
々
力

自
由
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

号

館
内

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
活
用
の
技
術
［
読
み
方
・
つ
く
り

方
編
］

産
業
能
率
大
学

産
業
能
率
大
学
総
合
研
究
所

：

：
問

い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り
〒

東
京
都
世
田
谷
区
等
々
力

自
由

が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

号
館
内

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

 
○

日
本
語

デ
ー
タ
活
用
の
技
術

［
デ
ー
タ
解
析
編
］

産
業
能
率
大
学

産
業
能
率
大
学
総
合
研
究
所

：
：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
世
田
谷
区
等
々
力

自
由
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

号

館
内

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
日
本
語

高
度

利
活
用
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム

総
務
省

総
務
省

情
報
流
通
行
政
局
情
報
通
信
利
用

促
進
課 人
材
の
育
成

：

〒
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

－
－

中
央
合
同
庁
舎
第

号
館

○
無
料

○
○

日
本
語

に
よ
る
機
械
学
習
入
門
・
ク
イ
ッ
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

学
び

株
式
会
社

学
び

株
式
会
社

： ：

〒
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町

元
町
シ
テ
ィ
ー

？
？

？
無
料

○
日
本
語

に
よ
る
統
計
処
理
入
門
ハ
ン
ズ
オ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

学
び

株
式
会
社

学
び

株
式
会
社

： ：

〒
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
元
町

元
町
シ
テ
ィ
ー

？
？

？
円
（
税
込
）

○
日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

分
析
の
実
習
：
集
計
レ
ポ
ー
ト
実
践
（
集

計
、
グ
ラ
フ
作
成
、

）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
重
回
帰
分
析（
数
量

化
Ⅰ
類
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
判
別
分
析（
数
量
Ⅱ

類
）
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
主
成
分
分
析
、因
子

分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン

ス
分
析
（
数
量
化
Ⅲ
類
）
、

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
？

○
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

（
階
層
、
非
階
層
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
？

○
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
基
礎
：
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト

分
析
、
実
験
計
画
法
（
直
交
表
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
？

○
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
応
用
：
評
価
グ
リ
ッ
ド
法

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

基
礎
講
座
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

基
礎
統
計
と
デ
ー
タ
分
析
：
統
計
学
と
デ

ー
タ
分
析
の
基
礎
、
デ
ー
タ
の
見
方

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

基
礎
統
計
と
デ
ー
タ
分
析
：
単
変
量
解
析
、

基
本
統
計
量

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

○
日
本
語

基
礎
統
計
と
デ
ー
タ
分
析
：
色
々
な
代
表

値
、
正
規
分
布

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

基
礎
統
計
と
デ
ー
タ
分
析
：

変
量
解
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

基
礎
統
計
と
デ
ー
タ
分
析
：
デ
ー
タ
の
尺

度
、
単
回
帰
分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

分
析
の
実
習：

を
用
い
て
ヒ
ス
ト
グ

ラ
ム
、
相
関
係
数
、
回
帰
係
数
を
求
め
る

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

分
析
の
実
習
：

を
用
い
て
標
準
偏

差
、
分
散
、
偏
差
値
を
求
め
る

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ソ
ル
バ
ー
を
用
い
た

多
変
量
解
析
実
践
：
因
子
分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

ソ
ル
バ
ー
を
用
い
た

多
変
量
解
析
実
践
：
数
量
化
Ⅲ
類
、ク
ラ
ス

タ
ー
分
析
、
多
次
元
尺
度
構
成
法

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
処
理
実
践
：

基
礎

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
処
理
実
践
：

課
題

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

回

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
処
理
実
践
：
実
デ
ー
タ
を
用
い
て

の
分
析
（

、
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
処
理
実
践
：
実
デ
ー
タ
を
用
い
て

の
分
析
（

）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

○
講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
デ
ー
タ
マ

イ
ニ
ン
グ
の
基
礎

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

○
日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
デ
ジ
タ
ル

分
析
、

分
析
と
そ
の
事
例
研
究

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
日
本
語

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

多
変
量
解
析
の
応
用
：
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
モ

デ
リ
ン
グ
（

）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

○
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
応
用
：
共
分
散
構
造
分
析

（
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
応
用
：
ベ
イ
ジ
ア
ン
ネ
ッ

ト

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
応
用
：
決
定
木

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
の
応
用
：
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ネ

ッ
ト
、
自
己
組
織
化
マ
ッ
プ
（

）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

ソ
ル
バ
ー
を
用
い
た

多
変
量
解
析
実
践
：
重
回
帰
分
析
、数
量
化

Ⅰ
類

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

ソ
ル
バ
ー
を
用
い
た

多
変
量
解
析
実
践
：
判
別
分
析（
数
量
化
Ⅱ

類
）
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語

ソ
ル
バ
ー
を
用
い
た

多
変
量
解
析
実
践
：
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
分

析
、
主
成
分
分
析

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

～
回

○
 

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
：
分
散
デ
ー
タ
処
理
～

概
論
～

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
 

日
本
語

ア
ド
テ
ク
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ア
ド

テ
ク
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

ア
カ
デ
ミ
ー

：

〒
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一

丁
目

番
号

×
○

講
座
回
数

回
（
約

ヶ

月
間
）

？
○

 
日
本
語

統
計
学
Ⅰ
：
デ
ー
タ
分
析
の
基
礎

株
式
会
社

デ
ー
タ
、株

式
会
社

ド

コ
モ
、

ナ
レ
ッ
ジ
・
ス
ク
ウ
ェ
ア
株
式
会

社
お
よ
び
一
般
社
団
法
人
日
本
統
計
学
会

一
般
社
団
法
人
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
推
進
協
議
会
公
認

大
規
模
公
開
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
提
供
サ
イ
ト
「

」

○
○

×
週
間

補
助
教
材
：

円

反
転
学
習
コ
ー
ス
は
有
料

円
（
た
だ
し
補
助

教
材
代
金
含
む
）

○
○

○
日
本
語

社
会
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入

門

株
式
会
社

デ
ー
タ
、株

式
会
社

ド

コ
モ
、

ナ
レ
ッ
ジ
・
ス
ク
ウ
ェ
ア
株
式
会

社
お
よ
び
総
務
省
統
計
局
及
び
統
計
研
修
所

一
般
社
団
法
人
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
推
進
協
議
会
公
認

大
規
模
公
開
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
提
供
サ
イ
ト
「

」

○
○

×
週
間

補
助
教
材
：

円
○

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
モ
デ
リ
ン
グ
入
門
ハ
ン
ズ
オ
ン

株
式
会
社
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

株
式
会
社
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

：

：

〒
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区

？
○

×
？

○
 

日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
活
用
入
門

株
式
会
社
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

株
式
会
社
デ
ー
タ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

：

：

〒
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区

？
○

×
？

○
○

○
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス

（
ベ
ー
シ
ッ
ク
：

日
間
）

株
式
会
社
ワ
イ
･デ
ィ
･シ
ー

株
式
会
社
ワ
イ
･デ
ィ
･シ
ー
関
西
支
社

：
：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
大
阪
府
大
阪
市
北
区
堂
島

新
藤
田
ビ
ル

階

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
基
礎
～
事
例
か
ら
学
ぶ

大
量
デ
ー
タ
処
理
～

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
×

×
日
間

円
（
税
込
）

講
義
は

円（
税

込
）

○
○

日
本
語

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
テ
キ
ス
ト

マ
イ
ニ
ン
グ
（
簡
単
な
ツ
ー
ル
で
実
習
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
レ
コ
メ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
（
共
起
計
算
の
実
習
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
○

×
講
座
回
数

～
回

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
時
系
列
分

析
の
手
法

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
実
際
：
需
要
予
測

と
事
例
研
究

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
○

日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
：
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基

本
実
習

（
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
 

日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
：
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基

本
実
習

（
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
 

日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基
礎

（
の
基
礎
ほ
か
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
 

日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
応
用

（
大
量
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
テ
ー
ブ
ル

設
計
ほ
か
）

株
式
会
社

株
式
会
社

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

×
×

講
座
回
数

回

○
 

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
処
理
基
盤（

Ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｒ
・

Ｈ
ａ
ｄ
ｏ
ｏ
ｐ
）
を
活
用
し
た
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
開
発

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
に
よ
る
Ｈ
ａ
ｄ

ｏ
ｏ
ｐ
の
導
入
と
構
築

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
～
デ
ー
タ
の

収
集
、
分
析
、
評
価
～

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
講
座

朝
日
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
株
式
会
社

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神

保
町

住
友
不
動
産
一
ツ
橋
ビ
ル

○
×

×
無
料

○
○

日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

：

〒
東
京
都
品
川
区
北
品
川

御
殿
山
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー

階

？
？

？
日
間

円
（
税
込
）

○
○

○
日
本
語

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅱ

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

：

〒
東
京
都
品
川
区
北
品
川

御
殿
山
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー

階

？
？

？
日
間

円
（
税
込
）

○
○

日
本
語

デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
入
門
編

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

日
本
サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

：

〒
東
京
都
品
川
区
北
品
川

御
殿
山
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー

階

？
？

？
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

     

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／

教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ビ
ジ
ネ
ス
分
析
の
た
め
の
統
計
学
入
門

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

講
義
は

円

○
○

日
本
語

Ｒ
言
語
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
入
門

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

×
日
間

円
（
税
込
）

講
義
は

円

○
○

日
本
語

Ｈ
ａ
ｄ
ｏ
ｏ
ｐ
入
門

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

Ｋ
Ｖ
Ｓ
（
Ｋ
ｅ
ｙ

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ

Ｓ
ｔ

ｏ
ｒ
ｅ
）
入
門

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語

Ｒ
言
語
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
応
用
編

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

講
義
は

円（
税

込
）

○
 

日
本
語

体
験
！
Ａ
ｐ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｓ
ｐ
ａ
ｒ
ｋ

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

株
式
会
社
富
士
通
ラ
ー
ニ
ン
グ
メ
デ
ィ
ア

：
（
平
日

～

）

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
港
区
港
南

Ⅱ
ビ
ル

×
○

○
日
間

円
（
税
込
）

○
 

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

資
格
対
策
：
デ
ー
タ
解
析
士
の
た
め
の
統

計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

資
格
対
策
：
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
の
た
め
の

統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

経
済
：

の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

経
済
：
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

経
済
：
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
市
場
分
析
の
た

め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

基
礎
：
統
計
基
礎

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
○

日
本
語

基
礎
：
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

基
礎
：
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
た
め
の
統
計
基

礎

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

資
格
対
策
：
統
計
士
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

資
格
対
策
：
統
計
検
定
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

応
用
２
：
経
理
・
財
務
分
析
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
２
：
品
質
管
理
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
２
：
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の

た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
２
：
統
計
解
析
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
た
め

の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル

総
務
省
統
計
局

総
務
省
統
計
局

電
話

〒
－

東
京
都
新
宿
区
若
松
町

総
務
省
第

庁
舎

○
×

×
無
料

○
○

日
本
語

   

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

経
済
：
計
量
経
済
学
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
１
：
研
究
・
論
文
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

○
日
本
語

応
用
１
：
心
理
学
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
１
：
医
師
の
た
め
の
統
計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語

応
用
１
：
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
の
た
め
の
統

計

和
か
ら
株
式
会
社

大
人
の
た
め
の
楽
し
い
数
学
教
室

和（
な
ご

み
）

：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

丁
目

ス
ク
エ
ア
ビ
ル

〒
東
京
都
港
区
東
新
橋

東
新
橋
ビ
ル

×
？

？
○

日
本
語
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プ
ロ

グ
ラ

ム
（

講
座

／
教

材
）

名
提

供
元

問
い

合
わ

せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ

ﾝｼ
ｯﾌ

ﾟ類
型

と
の

対
応

 

使
用

言
語

分
析

者

向
け

分
析

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
向

け

意
思

決
定

者
向

け

ビ
ジ

ネ
ス

定
量

分
析

講
座

グ
ロ

ー
ビ

ス
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ス

ク
ー

ル
グ

ロ
ー

ビ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

ス
ク

ー
ル

東
京

校 ： ：

：

〒
東

京
都

千
代

田
区

二
番

町

住
友

不
動

産
麹

町
ビ

ル

大
阪

校 ： ：

：

〒
大

阪
府

大
阪

市
淀

川
区

宮

原
新

大
阪

阪
急

ビ
ル

名
古

屋
校

： ：

：

〒
愛

知
県

名
古

屋
市

中
村

区

名
駅

南
名

古
屋

三
井

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

新
館

×
○

×
全

回
（

隔

週
で

ヶ
月

間
）

円
○

日
本

語

○
○

○
週

間
○

 
英

語

○
○

○
週

間
～

×

○
○

英
語

M
in

e 
Çe

tin
ka

ya

○
○

×
週

間
～

×
○

○
英

語

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

ア
ニ
メ
で
学
ぶ
『
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
活
用

事
始
め
』

公
益
財
団
法
人
九
州
先
端
科
学
技
術
研
究
所

公
益
財
団
法
人
九
州
先
端
科
学
技
術
研
究
所

電
話
：

（
担
当
：
栄
森
）

：
〒

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区
百
道

浜
福
岡

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

階

○
○

×
週
間

無
料

○
○

日
本
語

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
基
礎
統
計
学
講
座

一
般
社
団
法
人

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ

サ
ー
チ
協
会

一
般
社
団
法
人

日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ

サ
ー
チ
協
会

： ：

〒
東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町

石
川

ビ
ル

階

×
○

×
日
間

？
○

○
○

日
本
語

新
・
初
級
統
計
学

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

：

：

（
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り
）

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

武
蔵
ビ
ル

内

×
×

ヶ
月
間

円
／
月

○
○

○
日
本
語

続
・
初
級
統
計
学

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

：

：

（
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り
）

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

武
蔵
ビ
ル

内

×
○

○
ヶ
月
間

円
／
月

○
○

日
本
語

統
計
検
定
対
策

問
題
演
習
ゼ
ミ

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

株
式
会
社
す
う
が
く
ぶ
ん
か

：

：

（
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り
）

〒
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

武
蔵
ビ
ル

内

×
○

○
ヶ
月
間

円
○

○
日
本
語

現
代
統
計
実
務
講
座

一
般
財
団
法
人

実
務
教
育
研
究
所

一
般
財
団
法
人

実
務
教
育
研
究
所

： ：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
新
宿

×
○

×
標
準
受
講
期

間
：

ヵ
月

（
最
長
在
籍

期
間
：

ヵ

月
）

円
（
入
学
金
：

円
、
受
講
料
：

円
）

○
○

日
本
語

多
変
量
解
析
実
務
講
座

一
般
財
団
法
人

実
務
教
育
研
究
所

一
般
財
団
法
人

実
務
教
育
研
究
所

： ：

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

〒
東
京
都
新
宿
区
新
宿

×
○

○
標
準
受
講
期

間
：

ヵ
月

（
最
長
受
講

期
間
：

ヵ

月
）

円
（
入
学
金
：

円
、
受
講
料
：

円
）

○
○

日
本
語
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プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

○
○

×
約

週
間

○
○

英
語

○
○

○
約

週
間

○
 

英
語

○
○

○
約

週
間

○
○

英
語

○
○

×
約

週
間

○
○

○
英
語

○
○

○
約

週
間

○
 

英
語

○
○

○
約

週
間

○
 

英
語

○
○

○
約

週
間

○
 

英
語

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
有
り

○
○

○
週
間

○
○

英
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
講
座
／
教
材
）
名

提
供
元

問
い
合
わ
せ
先

実
習 等

前
提

条
件

期
間

料
金

ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝｼ
ｯﾌ
ﾟ類
型
と
の
対
応

 

使
用

言
語

分
析
者

向
け

分
析
サ
ー

ビ
ス
提
供

者
向
け

意
思
決
定

者
向
け

○
×

○
週
間

○
○

英
語

○
○

○
週
間

○
○

英
語

○
○

○
週
間

○
 

英
語

○
○

○
週
間

○
 

英
語

○
○

○
週
間

○
英
語

○
○

×
約

週
間

○
英
語

○
○

○
約

週
間

○
 

英
語

○
○

×
約

週
間

○
 

英
語

○
○

○
約

週
間

○
○

○
英
語
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